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今
年
度
は
早
々
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
、

予
定
し
て
い
ま
し
た
定
期
総
会
も

書
面
表
決
に
て
成
立
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
渡
辺
前
会
長
の
後
任
と

し
て
会
長
を
引
き
継
ぎ
活
動
を
担

っ
て
ゆ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
ま

っ
た
く
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

当
会
役
員
を
始
め
地
域
の
皆
様
方

の
お
力
を
頂
き
、
共
に
歩
ん
で
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
指

導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上 

   

令
和
2
年
度
定
期
総
会
に
お

い
て
会
長
を
退
任
し
ま
し
た
。
平

成
19
年
か
ら
文
化
会
の
活
動
に

参
加
し
て
13
年
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
長
き
に
わ
た
り
文

化
会
役
員
と
し
て
活
動
し
て
こ
れ

た
の
は
、
地
域
諸
団
体
の
皆
様
、

文
化
会
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
・

ご
支
援
い
た
だ
き
、
そ
し
て
先
輩

役
員
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
多
大
な 

ご
指
導
の
お
か
げ
と
感
謝
申
し
上 

   

げ
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
通
せ
な

い
現
状
で
す
が
、
本
年
度
の
行
事

予
定
は
別
掲
の
通
り
で
、
秋
に
「
第

41
回
西
砂
川
地
区
文
化
祭
」
を
例

年
通
り
開
催
予
定
で
す
。
立
川
市

文
化
協
会
主
催
の
「
立
川
市
民
文

化
祭
」
に
は
作
品
展
示
や
公
演
に

出
品
・
出
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
の
役
員
及
び
団
体
会
員

は
別
掲
し
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

げ
ま
す
。 

 
会
長
在
任
中
は
文
化
活
動
を
通

じ
て
地
域
住
民
と
の
交
流
と
親
睦

を
図
る
た
め
、
文
化
祭
は
じ
め
、

お
茶
作
り
、
ま
ゆ
玉
飾
り
、
手
打

ち
う
ど
ん
作
り
な
ど
食
文
化
を
大

切
に
し
た
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
行

事
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
今
後
と

も
皆
様
と
共
に
元
気
で
・
楽
し
い

文
化
会
で
あ
る
よ
う
努
め
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 
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（１） 

新
任
の
ご
挨
拶 

 
 

 
 

会 

長 

飯 

島 

勢
津
子 

令和 2年度行事予定 
 

事 業 名 実施予定日 備 考 

お茶摘みお茶作り＊ 5月 10日(日） 中止 

第 6回カラオケ大会 8月 16日(日) 中止 

第 41回西砂川地区 

文化祭 

演芸発表:10月31日(土） 

作品展示:10月31日(土） 

～11月1日(日） 

 

 

 

実施予定 第 63回立川市民 

文化祭 

作品展示:11月14日(土） 

～15日(日） 

公演:令和3年2月7日(日) 

まゆ玉飾り＊ 令和 3年 1月 10日（日） 

初笑い親子手打ち 

うどん作り大会＊ 
令和 3年 1月 24日（日） 

注）＊印は西砂会館と共催 

退
任
の
ご
挨
拶 

 
 

前
会
長 

渡 

辺 
 

茂 
 

  

令和2年度西砂川地区文化会役員・常任理事 
 

名誉会長 鈴木  久米  庶 務 皆 川  智 

顧 問 中 里  茂 〃 飯塚 文子 

会 長 飯島勢津子 〃 岩間 美顕 

副会長 岩元喜代子 〃 糟谷 吉久 

〃 樋口  昭男 〃 宮崎 都一 

〃 鈴木万次郎 〃 高木 一成 

副会長/会計 石川 恵以 〃 杉之原峰子 

会 計 小山ヨネ子 〃 石本 好子 

監 査 笠井 信吾 〃 林  明彦 

〃 渡 辺  茂 ― ― 

庶 務 佐々 木悠子 常任理事 平沼 仙造 

〃 平沼アヤ子 〃 小林  順吾 

 



令和 2年 7月 15日    

    

こ
の
４
月
よ
り
、
立
川
第
七
中

学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
渡
辺

政
彦
と
申
し
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
地
域
の
方
々
に
は
地
域
の
見

守
り
を
は
じ
め
本
校
の
教
育
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

さ
て
、
本
校
は
３
年
前
に
開
校

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
内
で

は
比
較
的
新
し
い
学
校
で
す
が
、

し
っ
か
り
と
伝
統
が
根
付
い
て
い

る
学
校
で
す
。
私
が
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
学
校
の
中
に
は
学
年
が
上

が
る
ご
と
に
気
持
ち
が
緩
ん
で
く

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
立

川
七
中
は
３
年
生
が
最
上
級
生
と

し
て
の
模
範
を
示
す
こ
と
が
で
き

る
学
校
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
礼

儀
正
し
く
他
人
思
い
で
、
挨
拶
は

も
と
よ
り
授
業
や
学
校
行
事
、
部

活
動
な
ど
何
事
に
も
一
生
懸
命
に

取
り
組
む
姿
勢
な
ど
、
３
年
生
が

範
を
示
し
下
級
生
へ
と
つ
な
い
で

い
く
、
こ
れ
が
立
川
七
中
の
伝
統 

    

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
伝
統
は
一
朝
一
夕
で
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
地
域
の
方
々
は
じ

め
多
く
の
人
た
ち
の
長
年
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
形
作
ら
れ
た

も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
伝

統
を
さ
ら
に
後
世
に
つ
な
ぎ
、
発

展
さ
せ
る
た
め
に
も
学
校
も
地
域

の
一
員
と
し
て
皆
様
と
一
緒
に
関

わ
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
私
も
着
任
し
て
ま
だ
日
浅
い

で
す
が
、
地
域
を
知
り
、
ま
た
地

域
の
方
と
共
に
さ
ら
に
立
川
七
中

を
高
め
〝
地
域
の
誇
り
の
学
校
〟

と
な
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

       

 

２
月
９
日(

日)

第
62
回
立
川
市

民
文
化
祭
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
公

演
が
、
た
ま
し
ん
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
文
化
会
か
ら
「
Ｎ
Ｓ
３
０
Ｓ

」

と
「
フ
ラ
・
カ
ト
レ
ア
」
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た
。 

リ
ハ
ー
サ
ル
の
関 

係
で
10
時
に
会
場
入 

り
し
各
楽
器
の
接
続 

と
音
出
し
の
確
認
を 

し
た
後
一
旦
撤
収
し
、 

出
番
ま
で
待
機
で
す
。 

 

参
加
団
体
は
地
区 

文
化
会
か
ら
10
団
体 

そ
の
他
立
川
お
は
や 

し
保
存
会
、
奇
術
愛 

好
会
、
ギ
タ
ー
倶
楽 

部
、
謡
曲
会
、
洋
舞 

連
盟
（
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
）
、

市
民
舞
踊
連
合
会
、
カ
ラ
オ
ケ
連

合
会
の
計
17
団
体
で
し
た
。
11
時

30
分
開
演
、
関
係
者
の
挨
拶
及
び

来
賓
の
紹
介
と
挨
拶
の
後
、
立
川

お
は
や
し
保
存
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ギ
タ

ー
演
奏
、
マ
ジ
ッ
ク
、
ク
ラ
ッ
シ

ッ
ク
バ
レ
エ
、
琴
・
尺
八
演
奏
、

謡
曲
、
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
演
奏
、
日

本
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
カ
ラ
オ
ケ
等
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
で
い
ま
す
。 

 

私
達
の
出
番
は
７
番
目
の
13
時

25
分
か
ら
で
、
持
ち
時
間
は
15
分

厳
守
、
こ
の
時
間
の
中
で
演
奏
と

踊
り
は
勿
論
、
楽
器
の
設
置
と
撤

収
作
業
で
、
か
な
り
忙
し
い
で
す
。

演
奏
曲
目
は
Ｎ
Ｓ
３
０
Ｓ

が
「
遠
く

へ
行
き
た
い
」「
小
さ
な
花
」
の
２

曲
、
フ
ラ
・
カ
ト
レ
ア
の
ダ
ン
ス

が
「
真
珠
貝
の
歌
」「
カ
イ
マ
ナ
ヒ

ラ
」
の
２
曲
で
計
４
曲
、
カ
ト
レ

ア
の
皆
さ
ん
の
色
彩
華
や
か
な
ド

レ
ス
姿
と
踊
り
で
観
客
を
魅
了
し

盛
大
な
拍
手
を
頂
き
ま
し
た
。 

             

    

令和 2 年度団体会員  
 会 員 名 種 別 代 表 者   会 員 名 種 別 代 表 者 

カラオケ愛好会 カラオケ 飯塚 文子 ＮＳ３０ｓ 軽音楽 笠井 信吾 

扇 和 会 踊 り 井内 テイ カトレア会 フラダンス 阿部 喜美 

松 寿 会 カラオケ 平沼 仙造 愛好会さくら カラオケ 高木 一成 

一心カラオケ愛好会 カラオケ 石本 好子 こぶし会 カラオケ 栗原キミ子 

一会の会 踊 り 飯島勢津子 さくらサークル 絵 画 大場 真依 

立川押し花アートの会 アート 西川 洋子 西砂ソ－イングサークル 着物リメイク 翠川 千鶴 

立川武蔵学園花の会 アート 小林 順吾 ― ― ― 

 

（２） 西砂川地区文化会  会報 

第 62 回立川市民文化祭 

市民フェスティバル公演 

副会長 樋口昭男  

地
域
と
と
も
に
伝
統
を
つ
な
ぐ 

 

立
川
第
七
中
学
校 

 

校
長 

渡
辺 

政
彦 

 

 

 


